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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチパネルを含む携帯端末装置であって、
　自端末が移動中か静止中かを検出する加速度センサと、前記タッチパネル押下時の押下
面積を計算する押下面積計算手段と、前記押下面積計算手段によって計算された押下面積
に応じかつ前記加速度センサの検出結果別に表示画面上の文字のフォントサイズ、文字間
隔、行間隔のデータを管理するデータベース管理手段と、前記タッチパネル押下面積と前
記加速度センサの検出結果とに応じて前記表示画面上の文字のフォントサイズに自動で再
描写を実施する制御手段とを有することを特徴とする携帯端末装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、メール内容及びインタネットのブラウジング画面表示中に前記タッチ
パネルが押下された場合に、前記タッチパネル押下面積と前記加速度センサの検出結果と
に応じて前記表示画面上の文字のフォントサイズに自動で再描写を実施することを特徴と
する請求項１記載の携帯端末装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記タッチパネルの押下時の押下面積と前記加速度センサの検出結果
とに基づいて、前記文字のフォント及び前記表示画面上のアイコンを自動で拡大及び縮小
し、行間調整と前記文字及び前記アイコンの間隔調整とを行うことを特徴とする請求項１
または請求項２記載の携帯端末装置。
【請求項４】
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　前記制御手段は、前記タッチパネルへのペン入力時に前記文字及び前記アイコンを小さ
いサイズとし、前記タッチパネルへの指入力時に前記文字及び前記アイコンを大きいサイ
ズとすることを特徴とする請求項３記載の携帯端末装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記加速度センサにて移動中が検出された場合に前記文字のフォント
及び前記アイコンを静止中よりも大きくして自動で再描写することを特徴とする請求項３
または請求項４記載の携帯端末装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記タッチパネルの押下によって前記文字のフォント及び前記アイコ
ンの表示サイズを変更して再描写した場合にタイマを動作させ、一定時間、前記タッチパ
ネルの押下がなかった場合または中断のキー押下が検出された場合に前記文字のフォント
及び前記アイコンの表示サイズを元の表示サイズに計算しなおして再描写することを特徴
とする請求項３から請求項５のいずれか記載の携帯端末装置。
【請求項７】
　自端末に脱着可能でかつ前記タッチパネルの操作用のペンと、
　前記タッチパネルが押下された時に前記ペンが自端末から抜かれている状態と判定した
場合、前記ペンで前記タッチパネルを操作しているものと判定し、自端末に前記ペンが装
着されている状態と判定した場合、指で前記タッチパネルを操作しているものと判定する
ペン脱着検出手段とを含み、
　前記制御手段は、前記ペンで前記タッチパネルを操作していると判定された場合に前記
文字のフォント及び前記アイコンの表示サイズを小さくし、前記指で前記タッチパネルを
操作していると判定された場合に前記文字のフォント及び前記アイコンの表示サイズを大
きくすることを特徴とする請求項３から請求項６のいずれか記載の携帯端末装置。
【請求項８】
　タッチパネルを含む携帯端末装置に用いる画面表示方法であって、
　前記携帯端末装置に、前記携帯端末装置が移動中か静止中かを検出する加速度センサを
設け、
　前記携帯端末装置が、前記タッチパネル押下時の押下面積を計算する押下面積計算処理
と、前記押下面積計算処理によって計算された押下面積に応じかつ前記加速度センサの検
出結果別に表示画面上の文字のフォントサイズ、文字間隔、行間隔のデータを管理するデ
ータベース管理処理と、前記タッチパネル押下面積と前記加速度センサの検出結果とに応
じて前記表示画面上の文字のフォントサイズに自動で再描写を実施する制御処理とを実行
することを特徴とする画面表示方法。
【請求項９】
　前記制御処理において、メール内容及びインタネットのブラウジング画面表示中に前記
タッチパネルが押下された場合に、前記タッチパネル押下面積と前記加速度センサの検出
結果とに応じて前記表示画面上の文字のフォントサイズに自動で再描写を実施することを
特徴とする請求項８記載の画面表示方法。
【請求項１０】
　前記制御処理において、前記タッチパネルの押下時の押下面積と前記加速度センサの検
出結果とに基づいて、前記文字のフォント及び前記表示画面上のアイコンを自動で拡大及
び縮小し、行間調整と前記文字及び前記アイコンの間隔調整とを行うことを特徴とする請
求項８または請求項９記載の画面表示方法。
【請求項１１】
　前記制御処理において、前記タッチパネルへのペン入力時に前記文字及び前記アイコン
を小さいサイズとし、前記タッチパネルへの指入力時に前記文字及び前記アイコンを大き
いサイズとすることを特徴とする請求項１０記載の画面表示方法。
【請求項１２】
　前記制御処理において、前記加速度センサにて前記携帯端末装置の移動中が検出された
場合に前記文字のフォント及び前記アイコンを静止中よりも大きくして自動で再描写する
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ことを特徴とする請求項１０または請求項１１記載の画面表示方法。
【請求項１３】
　前記制御処理において、前記タッチパネルの押下によって前記文字のフォント及び前記
アイコンの表示サイズを変更して再描写した場合にタイマを動作させ、一定時間、前記タ
ッチパネルの押下がなかった場合または中断のキー押下が検出された場合に前記文字のフ
ォント及び前記アイコンの表示サイズを元の表示サイズに計算しなおして再描写すること
を特徴とする請求項１０から請求項１２のいずれか記載の画面表示方法。
【請求項１４】
　前記携帯端末装置に、前記携帯端末装置に脱着可能でかつ前記タッチパネルの操作用の
ペンを設け、
　前記携帯端末装置が、前記タッチパネルが押下された時に前記ペンが自端末から抜かれ
ている状態と判定した場合、前記ペンで前記タッチパネルを操作しているものと判定し、
自端末に前記ペンが装着されている状態と判定した場合、指で前記タッチパネルを操作し
ているものと判定するペン脱着検出処理を実行し、
　前記制御処理において、前記ペンで前記タッチパネルを操作していると判定された場合
に前記文字のフォント及び前記アイコンの表示サイズを小さくし、前記指で前記タッチパ
ネルを操作していると判定された場合に前記文字のフォント及び前記アイコンの表示サイ
ズを大きくすることを特徴とする請求項１０から請求項１３のいずれか記載の画面表示方
法。
【請求項１５】
　タッチパネルを含む携帯端末装置内の中央処理装置に実行させるプログラムであって、
　前記携帯端末装置に、前記携帯端末装置が移動中か静止中かを検出する加速度センサを
設け、
　前記タッチパネル押下時の押下面積を計算する押下面積計算処理と、前記押下面積計算
処理によって計算された押下面積に応じかつ前記加速度センサの検出結果別に表示画面上
の文字のフォントサイズ、文字間隔、行間隔のデータを管理するデータベース管理処理と
、前記タッチパネル押下面積と前記加速度センサの検出結果とに応じて前記表示画面上の
文字のフォントサイズに自動で再描写を実施する制御処理とを含むことを特徴とするプロ
グラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は携帯端末装置及びそれに用いる画面表示方法並びにそのプログラムに関し、特
にタッチパネル付きの携帯端末装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話機や携帯端末装置においては、高機能化に伴い、機能を操作するための
キーの数が増えてきている。しかしながら、キーの増加は小型化の妨げになるため、代わ
りにタッチパネルを実装する端末が増えてきている。
【０００３】
　タッチパネルに関する技術は、数多く提案されている。例えば、下記の特許文献１に記
載の発明では、タッチパネルから操作があると判定すると、そのタッチパネルの入力座標
による特定アプリケーションの画面上の表示領域に予め割り付けられた機能を配置し、こ
れを実行している。
【０００４】
　また、下記の特許文献２に記載の発明では、表示部とタッチパネル操作部との２つの表
示領域を有し、実行中のアプリケーションに応じて、タッチパネルの必要な操作ボタンを
表示部に表示することで、タッチパネルのガイダンスを実現している。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１０８２３３号公報
【特許文献２】特開２００７－０３６５４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述した携帯電話機や携帯端末装置では、近年の小型化に伴い、タッチパネル上に表示
されるタッチ操作可能な文字やアイコン等も小さくなっているため、タッチパネル操作を
指で行った場合、ユーザが所望した以外のパネルの部分も押下してしまうことで、所望以
外の機能が動作してしまう可能性がある。
【０００７】
　また、上述した携帯電話機や携帯端末装置では、タッチ操作可能な文字やアイコンその
ものが小さいため、歩行しながらペンでタッチパネル操作した場合、ユーザが所望した以
外の部分も押下してしまうことで、これも所望以外の機能が動作してしまう可能性がある
。
【０００８】
　尚、これらの問題については、上記の特許文献１，２に記載の発明でも、それらを解決
するための機能を持っていないため、解決することができない。
【０００９】
　そこで、本発明の目的は上記の問題点を解消し、ユーザのタッチ操作の誤りを減らすこ
とができ、ユーザによって使い易くすることができる携帯端末装置及びそれに用いる画面
表示方法並びにそのプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明による第１の携帯端末装置は、タッチパネルを含む携帯端末装置であって、
　自端末が移動中か静止中かを検出する加速度センサと、前記タッチパネル押下時の押下
面積を計算する押下面積計算手段と、前記押下面積計算手段によって計算された押下面積
に応じかつ前記加速度センサの検出結果別に表示画面上の文字のフォントサイズ、文字間
隔、行間隔のデータを管理するデータベース管理手段と、前記タッチパネル押下面積と前
記加速度センサの検出結果とに応じて前記表示画面上の文字のフォントサイズに自動で再
描写を実施する制御手段とを備えている。
【００１２】
　本発明による第２の携帯端末装置は、上記の構成のほかに、自端末に脱着可能でかつ前
記タッチパネルの操作用のペンと、前記タッチパネルが押下された時に前記ペンが自端末
から抜かれている状態と判定した場合、前記ペンで前記タッチパネルを操作しているもの
と判定し、自端末に前記ペンが装着されている状態と判定した場合、指で前記タッチパネ
ルを操作しているものと判定するペン脱着検出手段とを含み、
　前記制御手段は、前記ペンで前記タッチパネルを操作していると判定された場合に前記
文字のフォント及び前記アイコンの表示サイズを小さくし、前記指で前記タッチパネルを
操作していると判定された場合に前記文字のフォント及び前記アイコンの表示サイズを大
きくしている。
【００１３】
　本発明による第１の画面表示方法は、タッチパネルを含む携帯端末装置に用いる画面表
示方法であって、
　前記携帯端末装置に、前記携帯端末装置が移動中か静止中かを検出する加速度センサを
設け、
　前記携帯端末装置が、前記タッチパネル押下時の押下面積を計算する押下面積計算処理
と、前記押下面積計算処理によって計算された押下面積に応じかつ前記加速度センサの検
出結果別に表示画面上の文字のフォントサイズ、文字間隔、行間隔のデータを管理するデ
ータベース管理処理と、前記タッチパネル押下面積と前記加速度センサの検出結果とに応
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じて前記表示画面上の文字のフォントサイズに自動で再描写を実施する制御処理とを実行
している。
【００１５】
　本発明による第２の画面表示方法は、上記の処理のほかに、前記携帯端末装置に、前記
携帯端末装置に脱着可能でかつ前記タッチパネルの操作用のペンを設け、
　前記携帯端末装置が、前記タッチパネルが押下された時に前記ペンが自端末から抜かれ
ている状態と判定した場合、前記ペンで前記タッチパネルを操作しているものと判定し、
自端末に前記ペンが装着されている状態と判定した場合、指で前記タッチパネルを操作し
ているものと判定するペン脱着検出処理を実行し、
　前記制御処理において、前記ペンで前記タッチパネルを操作していると判定された場合
に前記文字のフォント及び前記アイコンの表示サイズを小さくし、前記指で前記タッチパ
ネルを操作していると判定された場合に前記文字のフォント及び前記アイコンの表示サイ
ズを大きくしている。
【００１６】
　本発明によるプログラムは、タッチパネルを含む携帯端末装置内の中央処理装置に実行
させるプログラムであって、
　前記携帯端末装置に、前記携帯端末装置が移動中か静止中かを検出する加速度センサを
設け、
　前記タッチパネル押下時の押下面積を計算する押下面積計算処理と、前記押下面積計算
処理によって計算された押下面積に応じかつ前記加速度センサの検出結果別に表示画面上
の文字のフォントサイズ、文字間隔、行間隔のデータを管理するデータベース管理処理と
、前記タッチパネル押下面積と前記加速度センサの検出結果とに応じて前記表示画面上の
文字のフォントサイズに自動で再描写を実施する制御処理とを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明は、上記のような構成及び動作とすることで、ユーザのタッチ操作の誤りを減ら
すことができ、ユーザによって使い易くすることができるという効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明による携帯端末装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態による携帯端末装置の構成例を示すブロック図である
。
【図３】本発明の第１の実施の形態による携帯端末装置の処理の流れを示すフローチャー
トである。
【図４】本発明によりタッチパネルをペンで押下した場合に自動で文字フォントを縮小す
ることを示すイメージ図である。
【図５】本発明によりタッチパネルを指で押下した場合に自動で文字フォントを拡大する
ことを示すイメージ図である。
【図６】本発明によりタッチパネルを指で押下した場合に自動で端末のアイコンを拡大す
ることを示すイメージ図である。
【図７】図１に示す加速度センサ及び加速度判断部を用いて歩行中か静止中かの判定処理
を示すフローチャートである。
【図８】図１に示すデータベース管理部で管理される静止中、歩行中別のタッチパネル押
下面積毎の文字フォントサイズ、アイコン倍率等のデータ管理を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　次に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。まず、本発明による携帯
端末装置の概要について説明する。図１は本発明による携帯端末装置の構成例を示すブロ
ック図である。
【００２０】
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　図１において、本発明による携帯端末装置１は、制御部１１と、表示部１２と、タッチ
パネル１３とを備え、制御部１１には、ＣＰＵ（中央処理装置）１１１と、表示制御部１
１２と、押下面積計算部１１３と、データベース管理部１１７とを備えている。
【００２１】
　本発明による携帯端末装置１は、タッチパネル１３付きの携帯端末であり、タッチパネ
ル１３の押下時の押下面積を計算する押下面積計算部１１３と、その計算された押下面積
に応じた文字のフォントサイズ、文字間隔、行間隔のデータを管理するデータベース管理
部１１７とを制御部１１に有している。これによって、本発明による携帯端末装置１では
、メール内容やインタネットのブラウジング画面表示中にタッチパネル１３が押下された
場合、タッチパネル１３の押下面積に応じた文字のフォントサイズに自動で表示部１２へ
の再描写を実施することを特徴とする。
【００２２】
　また、本発明による携帯端末装置１では、図示せぬプログラムＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎ
ｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）上に記録されているタッチパネル１３の操作で使うメニューアイコ
ンや、電池残量状態等の携帯端末の状態アイコンにおいて、タッチパネル押下面積に応じ
たアイコンの倍率やアイコンの表示間隔をデータベース管理部１１７で管理することで、
携帯端末のメニュー等の表示中にタッチパネル１３が押下された場合、タッチパネル１３
の押下面積に応じて、アイコンの倍率やアイコンの表示間隔を自動で計算し、それらのア
イコンの表示部１２への再描写を実施することを特徴とする。
【００２３】
　さらに、本発明による携帯端末装置１では、図示せぬ加速度センサを搭載して静止中か
歩行中かを検出可能とした場合、静止中か歩行中かで、文字フォントのサイズ等、アイコ
ンの倍率等のデータベースを別々に用意することで、歩行中でのタッチパネル１３の押下
時に、文字フォントやアイコン等をさらに拡大して自動で表示部１２への再描写を実施す
ることを特徴とする。
【００２４】
　さらにまた、本発明による携帯端末装置１では、タッチパネル１３の押下によって、文
字フォントやアイコンの表示サイズを変更して再描写した場合、携帯端末のタイマ（図示
せず）を動作させ、一定時間、タッチパネル１３の押下がなかった場合、中断のキー押下
が検出された場合に、元の表示サイズに計算しなおして再描写を実施することを特徴とす
る。
【００２５】
　さらにまた、本発明による携帯端末装置１では、タッチパネル１３の操作用のペン（図
示せず）が付属され、携帯端末に脱着できるような装置構造とした場合、タッチパネル１
３が押下された時にペンが携帯端末から抜かれている状態と判定すると、ペンでタッチパ
ネル操作しているものと判定し、携帯端末にペンが装着されている場合は指でタッチパネ
ル操作されているものと判定するペン脱着検出部を設け、データベース管理部にてペン操
作用と指操作用とで別に文字のフォントサイズや携帯端末のアイコンサイズを管理するこ
とも可能である。この場合、本発明による携帯端末装置１では、ペンでタッチパネル操作
しているものと判定すると、小さめの文字フォント、アイコン表示を行い、指でタッチパ
ネル操作していると判定すると、大きめの文字フォント、アイコン表示を行うことを特徴
とする。
【００２６】
　このように、本発明では、小型化された携帯端末のタッチパネルの操作において、ペン
入力と指入力時の押下面積に応じた、文字のサイズやタッチパネルの操作アイコンの表示
する大きさ等を調整する機能を有することで、所持者での誤入力を減らし、快適なタッチ
パネル操作が可能となる。
【００２７】
　また、本発明では、所持者が歩行中か否かを検出する手段を設け、歩行中と判定した場
合に、タッチ押下面積と歩行状況も加味して、文字のサイズや操作アイコン等の表示する
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大きさ等を調整する機能も有する。
【００２８】
　図２は本発明の第１の実施の形態による携帯端末装置の構成例を示すブロック図である
。図２において、本発明の第１の実施の形態による携帯端末装置１は、図１に示す携帯端
末装置１に、加速度センサ１４と、ペン１５と、キー１６とを設け、制御部１１内に加速
度判断部１１４と、プログラムメモリ１１５と、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｍｅｍｏｒｙ）１１６と、タイマ管理部１１８と、ペン脱着検出部１１９と、キー押下検
出部１２０とを設けた以外は、図１に示す携帯端末装置１と同様の構成及び動作となって
いる。
【００２９】
　携帯端末装置１は、ＣＰＵ１１１、プログラムメモリ１１５、ＲＡＭ１１６を基に制御
され、表示制御部１１２にて表示部１２への拡大、縮小の計算を行う。押下面積判断部１
１３は、タッチパネル１３の押下時に動作を行い、押下判定時に、その押下面積の測定を
行う。データベース管理部１１７は、静止中、歩行中別のタッチパネル押下面積毎の文字
フォントサイズ、アイコン倍率等のデータ管理を行っている。
【００３０】
　また、携帯端末装置１は、静止中か歩行中か検出するために、加速度センサ１４と加速
度判断部１１４とを有する。さらに、携帯端末装置１は、専用のタッチペン１５を装着可
能とし、そのペン１５の脱着を検出する脱着検出部１１９を有し、キー１６と、そのキー
１６の押下を検出するキー押下検出部１２０とを有する。
【００３１】
　図３は本発明の第１の実施の形態による携帯端末装置の処理の流れを示すフローチャー
トであり、図４は本発明によりタッチパネルをペンで押下した場合に自動で文字フォント
を縮小することを示すイメージ図であり、図５は本発明によりタッチパネルを指で押下し
た場合に自動で文字フォントを拡大することを示すイメージ図である。
【００３２】
　図６は本発明によりタッチパネルを指で押下した場合に自動で端末のアイコンを拡大す
ることを示すイメージ図であり、図７は図１に示す加速度センサ１４及び加速度判断部１
１４を用いて歩行中か静止中かの判定処理を示すフローチャートであり、図８は図１に示
すデータベース管理部で管理される静止中、歩行中別のタッチパネル押下面積毎の文字フ
ォントサイズ、アイコン倍率等のデータ管理を示す図である。
【００３３】
　これら図２～図８を参照して本発明の第１の実施の形態による携帯端末装置１の動作に
ついて説明する。尚、図３及び図７に示す処理動作は、制御部１１のＣＰＵ１１１がプロ
グラムメモリ１１５に格納されたプログラムを実行することで実現される。
【００３４】
　まず、携帯端末装置１は、タッチパネル１３の押下のイベント待ちの場合（図３ステッ
プＳ１）、タッチパネル１３の押下を検出すると、タイマ（図示せず）をスタートさせる
（図３ステップＳ２）。
【００３５】
　その後、携帯端末装置１は、押下面積計算部１１３にて、押下面積の測定を行う（図３
ステップＳ３）。携帯端末装置１は、押下面積計算部１１３の測定結果と、前回までのタ
ッチパネル１３の押下時の面積との比較を行い（図３ステップＳ４）、制御部１１はそれ
らが不一致だった場合、データベータ管理部１１７に、押下面積算出結果とデータベース
（図示せず）との照合を問い合わせる（図３ステップＳ５，Ｓ６）。
【００３６】
　上記のデータベースの構成は、図８（ａ）、（ｂ）に示すような構成となっており、押
下面積毎に文字フォントサイズ、文字間隔、行間隔、アイコン倍率、各アイコン幅を保存
している。
【００３７】
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　図８（ａ）は静止中（歩行なし）検出時のデータベースの構成を示し、図８（ｂ）は歩
行検出時のデータベースの構成を示している。図８（ａ）、（ｂ）において、データベー
スは、「押下面積（cm2 ）」、「文字フォントサイズ」、「文字間隔（mm）」、「行間間
隔（mm）」、「アイコン倍率」、「アイコン表示間隔（mm）」を蓄積している。
【００３８】
　例えば、図８（ａ）において、「押下面積（cm2 ）」が「０．０１」の場合は、「文字
フォントサイズ」が「６」、「文字間隔（mm）」が「０．５」、「行間間隔（mm）」が「
１．０」、「アイコン倍率」が「０．７」、「アイコン表示間隔（mm）」が「０．５」と
なる。
【００３９】
　「押下面積（cm2 ）」が「～０．０４」の場合は、「文字フォントサイズ」が「７」、
「文字間隔（mm）」が「０．７」、「行間間隔（mm）」が「１．２」、「アイコン倍率」
が「０．８」、「アイコン表示間隔（mm）」が「０．７」となる。
【００４０】
　「押下面積（cm2 ）」が「～０．２５」の場合は、「文字フォントサイズ」が「８」、
「文字間隔（mm）」が「１．０」、「行間間隔（mm）」が「１．４」、「アイコン倍率」
が「１．０」、「アイコン表示間隔（mm）」が「１．０」となる。
【００４１】
　「押下面積（cm2 ）」が「～０．６４」の場合は、「文字フォントサイズ」が「９」、
「文字間隔（mm）」が「１．１」、「行間間隔（mm）」が「１．６」、「アイコン倍率」
が「１．１」、「アイコン表示間隔（mm）」が「１．１」となる。
【００４２】
　「押下面積（cm2 ）」が「１．０～」の場合は、「文字フォントサイズ」が「１０」、
「文字間隔（mm）」が「１．２」、「行間間隔（mm）」が「１．８」、「アイコン倍率」
が「１．２」、「アイコン表示間隔（mm）」が「１．２」となる。
【００４３】
　また、図８（ｂ）において、「押下面積（cm2 ）」が「０．０１」の場合は、「文字フ
ォントサイズ」が「７」、「文字間隔（mm）」が「０．７」、「行間間隔（mm）」が「１
．２」、「アイコン倍率」が「０．８」、「アイコン表示間隔（mm）」が「０．７」とな
る。
【００４４】
　「押下面積（cm2 ）」が「～０．０４」の場合は、「文字フォントサイズ」が「８」、
「文字間隔（mm）」が「１．０」、「行間間隔（mm）」が「１．４」、「アイコン倍率」
が「１．０」、「アイコン表示間隔（mm）」が「１．０」となる。
【００４５】
　「押下面積（cm2 ）」が「～０．２５」の場合は、「文字フォントサイズ」が「９」、
「文字間隔（mm）」が「１．１」、「行間間隔（mm）」が「１．６」、「アイコン倍率」
が「１．１」、「アイコン表示間隔（mm）」が「１．１」となる。
【００４６】
　「押下面積（cm2 ）」が「～０．６４」の場合は、「文字フォントサイズ」が「１２」
、「文字間隔（mm）」が「１．２５」、「行間間隔（mm）」が「１．８」、「アイコン倍
率」が「１．２」、「アイコン表示間隔（mm）」が「１．２」となる。
【００４７】
　「押下面積（cm2 ）」が「１．０～」の場合は、「文字フォントサイズ」が「１４」、
「文字間隔（mm）」が「１．４」、「行間間隔（mm）」が「２．０」、「アイコン倍率」
が「１．４」、「アイコン表示間隔（mm）」が「１．４」となる。
【００４８】
　制御部１１は、上記の照合結果を基に表示領域の再計算、再描写を行う（図３ステップ
Ｓ７）。再描画後、制御部１１は、タッチパネル１３の押下のイベントと、タイムアウト
の検出（図３ステップＳ８）と本機能の中断（図３ステップＳ９）のイベントを待ち、タ
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イムアウトないしは中断が選択された場合、上記の再描写前の元の表示サイズに計算しな
おして再描画を行う（図３ステップＳ１０）。
【００４９】
　次に、携帯端末装置１は、タッチパネル１３の押下のイベント待ち時（図７ステップＳ
２１）、タッチパネル１３の押下が検出されたら、タイマをスタートさせる（図７ステッ
プＳ２２）。携帯端末装置１は、押下面積計算部１１３にて、押下面積の測定を行い（図
７ステップＳ２３）、この時、歩行中かどうかを加速度センサ１４を用いて加速度判断部
１１４にて検出した結果を保存する（図７ステップＳ２４）。
【００５０】
　その後、携帯端末装置１は、押下面積測定結果と前回までのタッチパネル１３の押下時
の面積との比較を行い（図７ステップＳ２５）、制御部１１は、それらが不一致だった場
合、データベース管理部１１７に、押下面積算出結果と静止／歩行中別のデータベースと
の照合を問い合わせる（図７ステップＳ２６，Ｓ２７）。
【００５１】
　制御部１１は、照合結果を基に表示領域の再計算、再描写を行う（図７ステップＳ２８
）。再描画後、制御部１１は、タッチパネル１３の押下のイベントと、タイムアウトの検
出（図７ステップＳ２９）と本機能の中断（図７ステップＳ３０）のイベントを待ち、タ
イムアウトないしは中断が選択された場合、上記の再描写前の元の表示サイズに計算しな
おして再描画を行う（図７ステップＳ３１）。
【００５２】
　このように、本実施の形態では、タッチパネル１３の押下形態がペン１５の時や指の時
でもタッチ操作有効な文字やアイコンの大きさが調整されることで、ユーザのタッチ操作
の誤りを減らすことができ、ユーザにとって使い易い携帯端末を実現することができる。
【００５３】
　また、本実施の形態では、携帯端末を所持するユーザが歩行中か否かを判定する機能を
有することで、タッチ操作有効な文字やアイコンの大きさが調整されることで、ユーザの
タッチ操作の誤りを減らすことができ、ユーザによって使い易い携帯端末を実現すること
ができる。
【００５４】
　本発明の第２の実施の形態としては、押下面積別のデータベース管理を要せずに、タッ
チパネル１３の押下時の押下面積と現在表示している文字フォントサイズ、アイコンサイ
ズとを比較し、押下面積のほうが大きい場合、押下面積より大きい文字フォントサイズ、
アイコン倍率に自動に変更し、再描写してもよい。
【００５５】
　本発明の第３の実施の形態としては、その基本的構成が上記の通りであるが、表示部１
２に表示する内容についてさらに工夫が可能である。タッチパネル１３の押下時に押下面
積計算部１１３で計算された結果で、ある閾値以上だった場合、文字フォントの文字色や
背景色を変更するようにして、本携帯端末の押下判定状況がユーザにわかるように実施し
てもよい。
【００５６】
　本発明の第４の実施の形態としては、タッチパネル１３の押下時に押下面積計算部１１
３で計算された結果を、閾値別に携帯端末のＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄ
ｉｏｄｅ）素子や表示部１２もしくはバックライト輝度や表示部１２のコントラストを調
整するようにして、押下判定状況をユーザにわかるように実施してもよい。
【００５７】
　本発明の第５の実施の形態としては、携帯端末のユーザ設定にタッチパネル１３の調整
用のメニューを設け、そのメニュー内にてユーザが指を押下することによって、押下面積
に応じた最適な文字フォント、アイコンサイズを予め設定可能とすることで、以降のメー
ル閲覧画面やインタネットのブラウジング画面での文字フォント、携帯端末のメニュー等
のアイコン表示のサイズに適応するように実施してもよい。
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【００５８】
　本発明の第６の実施の形態としては、携帯端末が男女、大人／子供等、タッチパネル１
３の押下時の押下面積が異なる複数のユーザで操作されることを考え、タッチパネル１３
の調整用メニューで、ユーザ別に押下面積毎の文字フォント、アイコンサイズを調整し、
保存する機能を有し、自動調整する機能をＯＮ／ＯＦＦする設定を用意してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００５９】
　本発明は、タッチパネルを搭載する携帯電話機、携帯端末装置、ＰＯＳ（Ｐｏｉｎｔ　
Ｏｆ　Ｓａｌｅ）端末等に適用可能である。
【符号の説明】
【００６０】
　　　１　携帯端末装置
　　１１　制御部
　　１２　表示部
　　１３　タッチパネル
　　１４　加速度センサ
　　１５　ペン
　　１６　キー
　１１１　ＣＰＵ
　１１２　表示制御部
　１１３　押下面積計算部
　１１４　加速度判断部
　１１５　プログラムメモリ
　１１６　ＲＡＭ
　１１７　データベース管理部
　１１８　タイマ管理部
　１１９　ペン脱着検出部
　１２０　キー押下検出部
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              特開平０９－２３１００６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－２１７７０４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－１７９５０２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－２７１３１０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－２５９３５２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－００４６６０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－２０６６００（ＪＰ，Ａ）　　　
              ＣＳＳでデザインするレイアウトの基本，プロとして恥ずかしくないスタイルシートの大原則，
              株式会社エムディエヌコーポレーション，２００６年　９月１１日，第１版，ｐ．０４８－０６
              ３

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｆ　　　３／０４８－３／０４８９
              Ｇ０６Ｆ　　　３／１４
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